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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 22,069 △15.7 164 △91.2 1,122 △68.1 1,016 △69.8

2019年３月期第２四半期 26,177 36.5 1,856 － 3,513 － 3,372 －
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 1,831百万円(△22.0 ％) 2019年３月期第２四半期 2,347百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 52.13 －

2019年３月期第２四半期 172.87 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 73,094 65,587 89.4

2019年３月期 71,933 64,439 89.3
(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 65,352百万円 2019年３月期 64,205百万円
　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － 20.00 － 35.00 55.00

2020年３月期 － 20.00

2020年３月期(予想) － 30.00 50.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,155 △3.9 803 355.3 3,423 △0.8 3,221 △12.8 165.14
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 19,577,071株 2019年３月期 19,577,071株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 71,907株 2019年３月期 71,452株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 19,505,428株 2019年３月期２Ｑ 19,506,792株
　

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料４ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の各種経済政策を背景に、企業収益は底堅く推移しており、

雇用環境の改善及び個人消費の持ち直し等が継続し、緩やかな回復基調ではあるものの、輸出を中心に弱さの見られ

る推移となりました。

海外経済については、中国経済は減速傾向にある一方で、米国は雇用・所得環境等は引き続き良好であり、また、

欧州においても堅調な個人消費等が景気を下支えしており、一部に減速感は見られるものの、概ね堅調な推移となり

ました。その中で、米国の保護主義的な通商政策の行方、英国の欧州連合離脱問題、金融資本市場の変動の影響及び

中東における地政学的リスクの影響等、依然として先行きには不透明感を残しました。

このような状況のもと、当社グループの売上高並びに損益の大半を占めるニッケル事業の主需要先であるステンレ

ス鋼業界は、一定の稼働は維持しており受注状況は底堅いものの、海外の一部生産者のステンレス製品が市場へ大量

流入した影響等もあり、生産活動に調整も見られる推移となりました。

このため、フェロニッケル需要は、堅調であったものの、伸び悩みの状況で推移しました。

フェロニッケル製品の主原料であるニッケル鉱石の調達は、主要調達先のフィリピンにおける鉱業環境規制厳格化

の方針が継続しており、一部の鉱山操業に影響は見られますが、当第２四半期連結累計期間における当社の鉱石調達

量に影響はありませんでした。

ニッケル鉱石の価格に関しては、インドネシア未加工鉱石禁輸政策が一部緩和された影響で、比較的落ち着いた水

準で推移したものの、期の後半に、インドネシア政府は、同政策の再開を２年前倒して実施すると発表したこともあ

って価格は上昇傾向となり、今後の価格動向に不透明感を残しました。

ロンドン金属取引所(ＬＭＥ)におけるニッケル価格は、需給バランスは改善傾向にあるものの、世界的な貿易制限

の影響及び依然不安定な原油等商品市況等もあり、第１四半期は一進一退の推移となっておりましたが、第２四半期

以降は上昇基調となり、期の後半ではインドネシア未加工鉱石禁輸政策の再開に伴う鉱石供給懸念の再燃等もあって

比較的高価格で推移しました。

その中で、当社のフェロニッケル販売数量は、前第２四半期連結累計期間と比べ、海外向けが増加した一方で国内

向けが減少し、全体では前年同四半期比6.8％の減少となりました。

フェロニッケル製品の販売価格は、当社適用平均為替レートが前年同四半期比1.2％円高及び価格形成の指標となる

当社適用ＬＭＥニッケル価格は前年同四半期比6.6％下落したため、価格安となりました。

このように、依然不透明感のある経営環境のもと、当社グループは、収益基盤をより一層強化させるため、省エ

ネ・低コスト生産等によるトータルコスト削減を推し進め、また、最適生産体制構築のための設備強化及び鉱石の長

期安定調達へ向けた取り組み並びに製品の優位性等を活かした機動的な販売体制の構築等に努めており、さらには、

これらの取り組みを加速するため組織改編を行い、業績の底上げ及び収益安定化に向けた取り組みを継続しておりま

す。

その結果、当第２四半期連結累計期間の連結経営成績は、連結売上高が22,069百万円、前年同四半期比では、15.7

％の減収となりました。損益面では、前年同四半期に比べＬＭＥニッケル価格が下落した影響による利益率の縮小等

もあり、営業利益は、164百万円、前年同四半期比91.2％の減益、経常利益は、持分法適用会社６社の持分法による投

資利益897百万円の計上等もあって1,122百万円、前年同四半期比68.1％の減益、親会社株主に帰属する四半期純利益

は1,016百万円、前年同四半期比69.8％の減益となりました。

なお、第１四半期連結会計期間より、当社グループの報告セグメントはニッケル事業の単一報告セグメントへ変更

しており、その他の事業の全セグメントに占める割合が僅少であるため、セグメント情報の記載は省略しておりま

す。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における当社グループの資産、負債及び純資産については、次のとおりであります。

資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,160百万円増加し、73,094百万円となりました。

流動資産では、主な減少要因において決済時期の影響等に伴う受取手形及び売掛金の減少等はありましたが、主な

増加要因において次期設備維持更新投資に備えた在庫の積み増し等による商品及び製品の増加等もあり、その他の要

因も含め前連結会計年度末に比べ201百万円の増加となりました。

固定資産では、一部保有株式の市場価格上昇に伴う投資有価証券の増加等により、その他の要因も含め前連結会計

年度末に比べ959百万円の増加となりました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ12百万円増加し、7,506百万円となりました。

流動負債では、支払手形及び買掛金の増加、未払費用の減少等の決済時期の影響等に伴う増減もあり、その他の要

因も含め前連結会計年度末に比べ165百万円の減少となりました。

固定負債では、連結子会社である㈱大平洋エネルギーセンターの解散及び清算に伴う退職給付に係る負債の減少等

はありましたが、一部保有株式の市場価格上昇に伴う繰延税金負債の増加等もあり、その他の要因も含め前連結会計

年度末に比べ178百万円の増加となりました。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,148百万円増加し、65,587百万円となりました。

株主資本は、利益計上及び配当金の支払い等を加減算し328百万円の増加、その他の包括利益累計額は、その他有価

証券評価差額金の増加等により817百万円の増加及び非支配株主持分は1百万円の増加となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想について、ニッケル事業の主需要先であるステンレス鋼業界は、ＬＭＥニッケル価格上昇に伴い原料

価格の上昇懸念から収益性重視の体制となっており、また、海外の一部生産者のステンレス製品が市場へ大量流入し

たことに伴い、業界全般の生産活動は大きく影響を受けており、不透明な環境が予想されます。

一方で、当社フェロニッケル製品の販売価格形成の指標となる当社適用ＬＭＥニッケル価格は、当第２四半期にお

いて概ね計画通りの水準となり、期の後半にかけても一定の価格帯で推移することが予想され、収益へ好影響を与え

るものと見込まれます。

そのため、2019年10月31日付「業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」において、連結業績予想及

び配当予想を以下のとおり修正し、併せて前提条件につきましても見直しております。

≪参考≫

【業績予想の修正】

2020年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019年４月１日～2020年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想(Ａ)
(2019年８月８日発表)

百万円
50,258

百万円
327

百万円
3,038

百万円
2,770

円 銭
142.01

今回修正予想(Ｂ) 47,155 803 3,423 3,221 165.14

増減額(Ｂ－Ａ) △3,103 476 385 451

増減率(％) △6.2 145.6 12.7 16.3

(参考)前期実績
(2019年３月期)

49,062 176 3,451 3,693 189.37

【配当予想の修正】

(修正の内容 2019年４月１日～2020年３月31日)

年間配当金

第１四半期 第２四半期 第３四半期 期末 合計

前回発表予想
(2019年５月10日発表)

円 銭
―

円 銭
20.00

円 銭
―

円 銭
25.00

円 銭
45.00

今回発表予想 ― ― ― 30.00 50.00

当期実績 ― 20.00

(参考)前期実績
(2019年３月期)

― 20.00 ― 35.00 55.00

【前提条件の修正】

販売数量(T/Y) 生産数量(T/Y)

上期 下期 通期 上期 下期 通期

前回発表予想
(2019年８月８日発表)

15,964 16,036 32,000 16,642 15,879 32,521

今回発表予想 14,889 15,111 30,000 16,271 15,556 31,827

(参考)前期実績
(2019年３月期)

15,975 16,025 32,000 16,803 16,703 33,506

適用ＬＭＥニッケル価格($/lb) 適用為替(\/$)

上期 下期 通期 上期 下期 通期

前回発表予想
(2019年８月８日発表)

5.87 6.46 6.16 109.45 109.72 109.59

今回発表予想 5.90 6.67 6.29 108.52 109.33 108.93

(参考)前期実績
(2019年３月期)

6.32 5.47 5.89 109.81 111.24 110.53
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 23,113 22,414

受取手形及び売掛金 8,255 6,472

有価証券 2,300 2,600

商品及び製品 5,375 6,928

仕掛品 277 257

原材料及び貯蔵品 4,863 5,052

その他 1,882 2,543

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 46,065 46,267

固定資産

有形固定資産 9,146 9,120

無形固定資産 26 24

投資その他の資産

投資有価証券 16,607 17,598

その他 92 89

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 16,694 17,682

固定資産合計 25,867 26,826

資産合計 71,933 73,094
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,101 1,355

未払費用 1,739 1,522

未払法人税等 80 74

賞与引当金 231 266

固定資産撤去費用引当金 76 －

その他 327 172

流動負債合計 3,557 3,391

固定負債

退職給付に係る負債 925 809

繰延税金負債 550 878

再評価に係る繰延税金負債 743 745

環境対策引当金 15 13

訴訟損失引当金 20 20

契約損失引当金 1,673 1,638

その他 7 9

固定負債合計 3,936 4,115

負債合計 7,493 7,506

純資産の部

株主資本

資本金 13,922 13,922

資本剰余金 3,481 3,481

利益剰余金 47,129 47,459

自己株式 △444 △445

株主資本合計 64,088 64,416

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 872 1,693

繰延ヘッジ損益 2 －

土地再評価差額金 847 852

為替換算調整勘定 △1,217 △1,257

退職給付に係る調整累計額 △386 △353

その他の包括利益累計額合計 117 935

非支配株主持分 233 235

純資産合計 64,439 65,587

負債純資産合計 71,933 73,094
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 26,177 22,069

売上原価 22,841 20,388

売上総利益 3,336 1,680

販売費及び一般管理費

販売費 848 824

一般管理費 631 691

販売費及び一般管理費合計 1,479 1,516

営業利益 1,856 164

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 216 72

不動産賃貸料 48 66

持分法による投資利益 1,204 897

その他 269 62

営業外収益合計 1,740 1,100

営業外費用

支払利息 0 1

為替差損 － 55

外国源泉税 27 8

その他 55 77

営業外費用合計 83 142

経常利益 3,513 1,122

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 108 －

特別利益合計 109 0

特別損失

減損損失 36 －

固定資産除却損 7 4

投資有価証券売却損 － 2

特別損失合計 44 7

税金等調整前四半期純利益 3,578 1,115

法人税、住民税及び事業税 235 127

法人税等調整額 △26 △31

法人税等合計 208 96

四半期純利益 3,369 1,018

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△2 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,372 1,016
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純利益 3,369 1,018

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △426 822

繰延ヘッジ損益 － △2

退職給付に係る調整額 24 28

持分法適用会社に対する持分相当額 △620 △36

その他の包括利益合計 △1,022 813

四半期包括利益 2,347 1,831

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,349 1,829

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 1
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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